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論文内容の要旨
ビール原料で、ある大麦やホップの栽培中に使用される農薬は数多い。本論文研究では、それらの製麦工
程およびビール醸造工程での挙動を明らかにするため、種々の農薬を試験的に工程中で添加あるいは圃場
で散布し、それらの化学的性質と残留性との関係を調べた。
まず本研究を実施するにあたり大麦、麦汁、ビールなどから抽出される微量の代謝物を含む多種類の農
薬成分を一斉に定量できる高感度多成分同時分析法を開発した。
次に、各工程毎に水溶性や反応性などの異なる17種の農薬を添加し、主産物(液体部分)および副産物
(残溢部分)への農薬移行率を調べた。その結果、除草剤グリホサートに代表される水溶性の高い農薬は主
産物である麦汁やビールに移行し、ピレスロイド系殺虫剤などの脂溶性の高い農薬は麦粕などの副産物に
移行した。各々の農薬について、水溶性と脂溶性を同時に示すパラメータであるオクタノールと水への分
配係数比の対数ClogPow)と主産物への移行率を図中にフ。ロットすると、直線関係が得られた。この関係
から、 logPowが4以下の農薬は液体部分へ、 4以上の農薬は残澄部分へ移行することが明らかとなった。
ただし、 N-トリハロメチルチオ殺菌剤はいずれの工程中でも分解されやすく、生じる分解物はチオール
化合物に結合して不活性化された。また有機リン系殺虫剤は工程の温度が高いほど加水分解されやすいこ
ともわかった。
さらに、大麦栽培で実用に供されている 7種の殺菌剤および殺虫剤を農園で意図的に多量散布し、その
直後から製麦工程までの間の農薬の消長を調べた。散布された農薬は大麦穀粒表面に付着するだけでなく、
大麦内部に浸透し、収穫後の保存中においても代謝されて減少することがわかった。また、製麦工程に含
まれる浸麦後の農薬移行率は、ビール醸造工程の場合と同様、 logPowと直線関係を示した。
上の結果が示すように、本論文研究により、各々の農薬のlogPowや分解性なと、から、ビール生産工程
毎の農薬残留量の予測が可能となった。
論文審査の結果の要旨
現在、世界中で約700種類の殺虫剤、殺菌剤、除草剤などが農薬として実用に供されている。それらの
農作物における残留性に関する調査研究は従来より数多くなされているが、農作物から最終加工物に至る
までの聞の様々な工程における残留農薬の消長について検討された報告はほとんどない。
本論文著者はビール原料である大麦やホップの栽培中に使用される種々の農薬の残留性に関し、ビール
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生産の各工程毎の消長とその原因を調べた。まず、農作物自体や各加工工程の生成物から抽出される微量
の代謝物を含む多種類の農薬成分を一斉に定量できる高感度多成分同時分析法を開発した。ついで試験的
に各々のビール醸造工程に水溶性や反応性などの異なる17種の農薬を添加し、目的の主産物および目的外
の副産物中の農薬移行率を調べた。その結果、水溶性と脂溶性を同時に示すノマラメータであるオクタノー
ルと水への分配係数ClogPow)と主産物への移行率の聞に相関があることを明らかにした。この関係より
log Powが4以下の農薬は主産物である液体部分へ、 4以上の農薬は副産物である残澄部分へ移行するこ
とを示した。なお、いずれの工程中でもN-トリハロメチルチオ殺菌剤は容易に分解すること、また、い
くつかの有機リン系殺虫剤は高温工程で加水分解することなども見出した。さらに、日本の麦類の栽培で
使用される 7種の殺菌剤および殺虫剤を大麦の農園で意図的に多量散布し、その直後からの動態を調べ、
収穫保存中においても農薬残留量は代謝により減少することを明かにした。また、大麦から麦芽を作る製
麦工程での農薬の消長を調べ、ビール醸造工程と同様、この工程でも農薬のlogPowと麦芽中の移行率と
の間に相関があることを見出した。
以上のように、本論文著者は各々の農薬のlogPowや分解性などから種々のビール生産工程毎における
農薬の消長とその原因を明らかにし、残留量の予測を可能にした。よって、本論文は発酵生化学の分野に
寄与する新規の成果を得ており、博士(理学)の学位授与に値するものと審査した。
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